
 平成 30 年度 犬山国際交流協会通常総会議事録 

 

1. 日時  平成 30 年 5 月 19 日（土）10：00～ 

2. 場所  犬山国際観光センター 2 階 多目的研修室 

3. 出席者 45 名  

4. 総会次第 

（1）開会 

（2）会長挨拶  

奥村英俊 会長挨拶 

（3）来賓挨拶 

 ① 山田拓郎 犬山市長挨拶 

 ② ビアンキ・アンソニー 犬山市議会議長挨拶 

 ③ 原よしのぶ 愛知県議会議員メッセージ紹介 

 ④ 犬山市議会議員 紹介 

   山田拓司 議員、大沢秀教 議員、岡村千里 議員、鈴木伸太郎 議員、 

吉田鋭夫 議員、中村貴文 議員、岡覚 議員、柴山一生 議員（途中入場） 

（4）総会成立宣言 

正会員 540 名のうち 45 名出席、委任状 205 名、白票 2 名で計 250 名の 

出席・委任状を得ており、成立宣言あり。 

（5）議長選出 

会則第 27 条の規定に基づき、棚瀬尚子氏が選出される。 

（6）議事録署名人選任 

    会則第 31 条、2 項に基づき、藤田秀勝氏、佐竹康子氏が選任される。 

（7）議事 

①議案第 1 号 平成 29 年度犬山国際交流協会事業報告について 

  事務局から資料により報告説明。 

②議案第 2 号 平成 29 年度犬山国際交流協会収支決算書について 

  事務局から資料により報告説明。 

平成 29 年度犬山国際交流協会会計監査報告について 

   山澄監事から資料により監査報告。 

委託事業は契約事項を完了していれば、残額が生じても返還する必要はない 

のではないかとの意見あり。 

＜質疑＞ 

・ ハレ市訪問団受入れ事業の訪問日は、平成 30 年とあるが、平成 29 年 3 

 月 30 日（木）～4 月 3 日（日）の誤りではないか。 

→（事務局）誤りです。平成 29 年 3 月 30 日（木）～4 月 3 日（日）が正解 



です。お詫びして訂正します。 

・ 委託内容が概ね達成していれば、返還の必要はないが、事業内容が縮小し 

たようであれば、返還もやむを得ないので、内容がどうであったが問題であ 

る。 

→（会長）協会としては、観光交流課と相談して進めていきたい。 

 

⇒ 議案第 1 号、第 2 号について、拍手多数により承認。 

   ⇒（議長）平成 29 年度事業報告及び収支決算書ともに承認されました。 

 

③議案第 3 号 犬山国際交流協会役員の選任について 

  （議長）任期満了に伴う改選の年、奥村会長より新役員の提案。岩田副会 

長、棚瀬理事、2 人の理事、山澄監査が任期満了で退任となる。任期 

は、平成 32 年の通常総会までが任期となる。 

（会長）新理事候補者は、奥村英俊氏、社本一三氏、金村久美氏、祖父江康 

浩氏、福冨孝弘氏、境正人氏を選任。役員候補者は、堀場秀樹氏、 

中田哲夫氏を選任。 

 

  ⇒ 議案第 3号について、拍手多数により承認。 

 ⇒（議長）役員の選任について承認されました。 

   （議長）会則第 14 条 2 項により、会長、副会長は理事の互選のため、理事 

全員一旦退出。 

（議長）会長に奥村英俊理事、副会長に社本一三理事、金村久美理事が互選 

   により選任されました。 

 

④議案第 4 号 平成 30 年度犬山国際交流協会事業計画（案）について 

  事務局から資料より提案説明。 

⑤議案第 5 号 平成 30 年度犬山国際交流協会予算（案）について 

  事務局から資料より提案説明。 

＜質疑＞ 

・ 予算書において、単位は円単位で、説明は千円単位だが、予算書通りでよい 

のか。 

 →（事務局）予算書通りでよいです。 

・ 予算書の前年度予算額は昨年の総会で承認された当初予算額ではなく、その 

後の予算額が表示されているが、総会で認められた予算額にすべきではないの 

か。 

 →（事務局）予算書には、各科目間の予算額は、各科目間において流用するこ 



とができるという明記があり、総会で承認をいただいている。理 

事会で承認された流用後の最終予算額を前年度予算額とし、あげ 

ている。 

  →（監査）どの表現がわかりやすいか、指導をしていく。 

 

⇒ 議案第 4 号、5 号について、拍手多数により承認。 

⇒（議長）平成 30 年度事業計画、予算ともに可決されました。 

 

（8）その他 

    特になし。 

（9）閉会 

 

※）追記事項 

 総会閉会後に議事録署名人の１人として選任された藤田秀勝氏が永眠された。議 

事録署名人は、残りの１人が会長、議長とともに署名するものとするとして、平成 

30 年度第 2 回理事会において、決定。 

 

 

  



以上、平成 30 年度犬山国際交流協会通常総会議事の経過の概要及び議決の 

 

結果を、明確にするため、この議事録を作成し、会長、議長及び議事録署 

名人が記名押印する。 

 

 

 

平成 30 年 8 月 20 日 

 

会  長         奥  村  英  俊        印 

 

議 長           棚  瀬  尚  子        印 

 

議事録署名人        佐  竹  康  子        印 

 

 

（印影省略） 


